
 
 

令和 5 年度第 1 回 協力病院連絡会議（報告） 

 

日時：令和 5 年 7 月 11 日（火） 

16:00-17:30 Zoom 会議 

 

出席者：花岡附属病院長 

     清水卒後臨床研修センター長 

     森医学教育部門長 

     上條臨床研修部門長 

     吉澤臨床研修部門員 

     教育協力病院および臨床研修関連の 34 病院 

外部委員：信州 SP 会 白澤和子代表 

 

花岡附属病院長の挨拶により開会し、森医学教育部門長が進行を担当した。 

 

 

１．臨床実習ガイドライン・・・資料№1 

コロナが５類になったことを踏まえ、臨床実習ガイドラインを簡略化した。体温測定はこれまで通り行うこ

とを前提として、発熱、咳、咽頭痛、味覚障害、嗅覚障害が生じた場合は、実習を欠席することとしてい

る。その上で 7 日間かつ症状軽快後 24 時間経過するまで出席停止とする旨説明があった。ガイドライン

よりも厳しめのルールがある場合は、それに従うこととする旨補足があった。 

 

２．令和５年度選択臨床実習学生による感想・・・資料№2 

4 月から 6 月までの学生の感想を記載しており、例年より回答数が多めである旨説明があった。勉強し

たかったことが記載されており、可能な範囲でご対応いただきたいと依頼があった。 

 

３．クリニカルクラークシップⅡにおける担当症例数について・・・資料№3 

コロナが収まってきたこともあり、昨年と比べ外来患者数が増えてきた印象であり、今後も最低限この水

準は維持していきたい旨説明があった。大学の実習では外来患者数は伸び悩む傾向にあるので、できる

限り外来を経験させてほしい旨依頼があった。 

 

４．令和５年度「150 通りの選択肢から成る参加型臨床実習」コースについて・・・資料№4 

各協力病院の要望と、学内教室との調整でコースを作成している旨説明があり、確認の依頼があった。

加えて、新たに受け入れたいという要望についても可能な限り取り入れている。反映できなかったものに

ついても引き続き要望を上げていただきたい旨依頼があった。 

 

 

本会議に引き続き卒後臨床研修管理委員会を開催した後、参加した全病院からコメントをいただいた。

挙げられた意見要望は以下の通り。 

 

 1 人だけの実習だと学生が寂しいと思う。2 人を送ってもらえると学生もやりやすいと感じる。 

 150 通り実習はかなり真面目で意欲的な学生という印象であり、楽しい実習ができているのではない

か。選択臨床実習も和気あいあいと意欲的な学生が来てくれ、初期研修の病院として考えてくれて

いる点も良かったと思っている。 

 真面目で熱心な学生が多く、病院側も力をもらって明るくなったと感じている。 

 今回、150 通りの設定表や学生の感想をいただき、参考にさせていただきながら実習を行いたいと思

っている。 

 実習生が来てもらえると病院も活性化して良いと思う。選択臨床実習では受け入れがなかったが、協

力していきたいと思っている。 

 学生は意欲的で送り出してくれていることに感謝している。 

 モチベーションが低い学生もいるが、真面目な学生も多いと感じる。もう少し受け入れにも余裕があ

るので派遣してもらって大丈夫。 

 実習生は早めに事前連絡をくれて、宿泊調整等スムーズに行くことができている。引き続きお願いし

たい。 



 
 

 宿泊がないので学生も交通事情も大変だと思うが、よく通ってくれている。 

 学生は優秀で、病院側も勉強になることがある。 

 最近みんな熱心に取り組んでくれており、学生の傾向も変わってきた印象がある。感想等、今回フィ

ードバックがあるので取り入れていきたい。 

 学生はよく勉強してくれている。プレゼン等スキルアップしていると感じるので引き続き指導していき

たい。 

 非常に勉強熱心であり、来てくれると医局も若返り良いと感じている。 

 症例の発表やまとめ方、プレゼンのやり方等、かなりトレーニングされている印象があり、いい指導を

受けていると感じる。 

 小さな病院として、訪問やリハビリ等を見てもらっているが、学生からも評価されているのではないか

と感じている。 

 体調不良等で実習を欠席する際に、連絡がうまくいかないことがあったが、改善されたので良かった

と思う。 

 
各病院からのコメントののち、森医学教育部門長よりコアカリの改定があり、一般内科、一般外科、小児

科、産科婦人科の強化が求められている旨説明があり、松本協立病院の総合診療科が追加、他にも受

入可能なところがあれば連絡をいただきたい旨説明があった。 

 

その後、外部委員としてご参加の信州 SP 会代表の白澤様より、「先生方の日々の熱心な指導には頭が

下がる思いである。先日の臨床実習後 OSCE の医療面接で模擬患者をやった際、本当に診察を受けて

いるような感覚もあった。9 月に臨床実習前 OSCE もあるのでご指導いただきたい。」との講評をいただい

た。 

 

清水卒後臨床研修センター長の閉会の挨拶を以って閉会した。 

 

以上 


